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当院の薬事審議会にて、血中のカリウムが非常に少ない状態（低カリウム血症）や、その状

態となる危険性の高い患者様に対して、当院の定めた規則に従い、安全に注意しながら、国

が定めるよりも高濃度の注射用カリウム製剤を使用する治療が承認されました。 

この治療は必要時に速やかに行う必要があるため、治療を必要とされる患者一人一人にご

説明をして同意をいただく代わりにこちらでお知らせいたします。 

詳しくは以下の内容をご確認いただき、ご不明な点等ございましたら、担当の医師、看護師

又は薬剤師までお尋ねください。 

 

《医療の内容》注射用カリウム製剤の適応外使用による重症低カリウム血症の補正 

《対象者》重篤な低カリウム血症の状態もしくはその危険性があり、基礎疾患により輸液量 

の制限が必要、又は補正を急ぐ必要があるため添付文書上の用法用量を順守する 

事が困難な低カリウム患者 

《目的・意義》 

低カリウム血症の補正には、重篤な場合や内服薬の使用が困難な場合に注射用製 

剤が使用されます。 

注射用カリウム製剤は添付文書上、40mEq/L以下に希釈され、20mEq/時を超えな 

い速度で投与し、1日投与量は 100mEqを超えないことと定められています。 

しかし、輸液量の制限等が必要でかつ低カリウム血症が重篤な場合に、添付文書を 

逸脱して使用する場合があります。 

《適用期間》承認後より、規定の見直しが必要とされるまで永続的に使用 

《使用条件》 

① 循環器科または内科医師が指示します 

② 濃度：カリウム濃度は 200mEq/Lまでとします 

③ 速度：20mEq/時以下で投与します 

④ 1日投与量：1日 400ｍEq以下にします 

⑤ 投与には輸液ポンプを使用し、濃度 100mEq/L を超える時には中心静脈から投

与、100mEq/L未満の濃度で投与する場合でも、静脈炎の発生予防のために可能

な限り中心静脈からの投与を検討します 

また、投与中は心電図モニターを装着します 

《適応外使用に伴う危険性と対策》 

⚫ 高濃度のカリウム製剤の投与により、予想以上に血液中のカリウム値が上昇す

る場合があります。 

(対策)心電図モニターを装着して状態を観察・管理し、定期的に血中カリウム値を 

確認します。予想以上にカリウム値が上昇した場合には、カリウムの補充を減量 

または中止し、必要に応じて治療薬を使用するなど適切に対処します。 


